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都筑⼟⽊事務所の取組について都筑⼟⽊事務所の取組について

• 再整備の⽅針として「都筑区緑道再整
備ガイドライン」を策定。

• ニュータウンの当初の理念と、現在の
社会環境の変化への対応を両⽴。

• 整備年次の古い第⼆地区から順次実施
ゆうばえのみち（H30再整備完了）
せきれいのみち（整備中）
ささぶねのみち（R1 設計に着⼿）

くさぶえのみち・ふじやとのみちは
順次実施予定です。

緑道の再整備について



2019/9/19

2

再整備の例
左上：舗装の更新、樹⽊の間伐 右上：スロープや階段に⼿すり設置
左下：⽯畳の補修とベンチ設置 右下：広場の舗装、スツール設置

参考：ガイドラインの内容



2019/9/19

3

・港北ニュータウンの設計思想や、現状と課題を分析

・横浜市OBや当時の公団関係者にもヒアリング
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・多様な利⽤者ニーズや、
当初設計思想とのズレを分析

・利⽤実態に応じたゾーニング（場所の性格分け）
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・利⽤者・地域の意⾒の反映とフィードバック

・施設ごとの改修⽅法をとりまとめた
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・樹林の管理についても記載

⼭崎公園の樹林地管理について
• 「横浜みどりアップ計画」に基づいて、公園
内に保全された雑⽊林などを管理。

• 管理については全市共通の「横浜市森づくり
ガイドライン」と、公園ごとの「保全管理計
画」を組み合わせて実施。

• 保全管理計画は公園愛護会との意⾒交換や、
専⾨家のアドバイスを受けてH２９年度に策定。
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• 場所ごとの特性に合わせて管理⽅針を設定

作業の例（プール脇斜⾯）

【作業前】
・樹⽊が⼤きくなりすぎ、
傾いている（倒⽊の恐れ）

・常緑樹が多く、林内が暗い
（表⼟の流出）

・林内が暗くなり、雑⽊林の環境
が変化（植物⽣育環境変化）

【作業後】
・樹⾼を低く抑え、安全性を⾼める
（切った⽊から再び芽が出る）
・粗朶柵で⼟を⽌め、植⽣回復を
はかる

作業実施（平成31年冬）
・落葉樹（コナラ等）の背を低くする
・常緑樹（シラカシ等）は根元で切る
・切った枝で粗朶（そだ）柵を作る
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⼭崎公園の改良⼯事について

じゃぶじゃぶ池
• 漏⽔、レジオネラ菌対策で、
現在は使⽤できない。

• 復旧には塩素投⼊装置設置等、
膨⼤な改修費が必要。

→規模縮⼩・塩素対策不要の
「かけ流し」⽅式で再開する。

広場の桜保全
• ⼟砂が流れて、桜の根が露出
• 根が踏みつけられ桜に悪影響
• 広場の観戦スペース不⾜

→広場のふちにベンチをかねた
⼟留を設置し、根を覆⼟する。


